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【動機】

現在環境問題となっているプラスチックごみに関連して、ハチノスツヅリガの幼虫が、腸内にポ
リエチレン分解菌を共生させているという論文に着目した。このポリエチレン（以下ＰＥ）分解
菌を短期間で効率的に分離培養できれば、その中からより分解能力の高い分解菌を発見できると
考えた。

【方法】

効率よくＰＥ分解菌を分離培養するために、まずは幼虫６種類の中から、ＰＥフィルムを摂食す
る面積を比較し、摂食能力の高い幼虫を選出する。次に、その幼虫の腸をＰＥフィルムを入れた
生理食塩水内で５日間培養し、そのフィルムを新しい培養液に移植することを繰り返すことで、
ＰＥ分解菌を選抜していく。

【結果】

ＰＥフィルムの摂食面積から、摂食能力の高い幼虫２種類を選出した。その幼虫の腸を用いて、
上記の方法での培養を６回繰り返したところ、少なくとも４種類の分解菌と思われる細菌を分離
培養できた。さらにその中から、ＰＥフィルム下での増殖速度の速い菌を１種類選出できた。

【まとめ】

ＰＥフィルムの摂食能力の高い幼虫２種類を選出できた。その腸内から、約１カ月間の独自の培
養方法により、ＰＥを分解している可能性の高い細菌を少なくとも４種類分離培養することがで
き、さらにその中から、特に分解能力が高いと思われる菌を１種類選出できた。

【展望】

ＰＥ分解能力の高い細菌を分離培養し、さらには、分解能力を高める培養条件などの研究が進め
ば、それを用いて、現在環境問題の１つとなっているプラスチックごみを生物の力を使って分解
し、減らしていくことにつながっていくと考えられる。
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